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信州大学医学部業績録編集要項

１．収録対象
　信州大学医学部医学科・大学院医学系研究科・医学部附属病院及び出版委員会で
認めた施設等に所属する者（当該年度に在籍した者全員）

２．収録内容
　　研究業績を次の２項目に分ける。
　　１）論文

原著、綜説、展望、症例報告、速報、予報で学術雑誌に発表のもの。
学術集会記録（全国的又は世界的規模の集会記録で、原著論文と同様の内容をもち、
別刷が発行されているもの）

　　２）著書
単行書、分担執筆。

　　ただし、以下のものは除外する。
（イ）学会発表の抄録（邦文、欧文を問わない。論文型式をとっていても学会発表に

関するもの及び１頁ものの速報は抄録とみなす）
（ロ）セミナー、シンポジウム、その他の講演のテキストないし記録。
（ハ）業務報告書（文部科学省、厚生労働省、その他助成機関への研究報告書）
（ニ）座談会記事。
（ホ）学会記。
（ヘ）質疑応答（Ｑ and Ａ）、治療指針、問題集の解説、トピックス、話題、グラビア、

事典等に類するもの。
（ト）新聞記事、教育に関する記事、人物紹介、書評、随筆など学術性が認められ

ないもの。
（チ）著者表示が団体名で個人の著者性が認められないもの。
（リ）学術雑誌とは認められないものに発表したもの。
（ヌ）訳本及び訳論文。
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印刷所

　藤原印刷株式会社
　　　　　　　　　　松本市新橋 7 の 21 番地

あ　と　が　き

　信州大学医学部医学科・大学院医学系研究科・医学部附属病院業績録第 38 号をお届けします。

　本業績録は過去１年間、各講座や部門等でなされた４つの活動（研究、教育、診療、社会貢献）

のうち、研究活動の成果として公表された論文を中心にまとめたものです。自己点検、自己評

価、学内外への報告において、本業績録の果たす役割は重要と思われます。このような観点から、

この１年間の研究活動を振り返り、今後の方向性等を考える契機にしていただけたら幸いに存

じます。

　今年度の英文論文総数は昨年度より微減し、90 年度以降で最も少ない 386 という結果となり

ました。しかしながら、単なる総数のみの評価が必ずしも適切であるとは言えず、今年度の業

績の中には極めて質の高い研究成果も少なくありません。今日、卒業生の大学離れや医学科入

学定員数増加等により、診療や教育活動等の業務負荷は増加の一途にあります。このような現

状ではありますが、研究活動は大学が大学であるための大きな責務であり、外部評価基準の重

要項目であることは言うまでもありません。今後、各講座・部門等でのさらなる研究の発展を

祈念致します。

　最後に、本業績録の編集にあたりご尽力頂きました先生方、図書館職員の方々に厚く御礼申

し上げます。

浅村英樹

出 版 委 員 長：浅村英樹

出 版 委 員：奥山隆平、石田文宏、川股知之

医学部図書館主査：石坂憲司
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令和 4 年 9 月 9 日印刷
令和 4 年 9 月 9 日発行

信州大学医学部業績録編集要項（抜粋）信州大学医学部業績録編集要項（抜粋）
（平成28年12月29日改正）

２．収録対象
　　　 　信州大学医学部医学科・大学院医学系研究科・医学部附属病院及び出版委員会で

認めた施設等に所属する者（当該年に在籍した者全員）

３．収録内容
　　収録対象は、本文が欧文で執筆された研究業績とし、次の３項目に分ける。
　　１） 論文
　　　　原著、綜説、展望、症例報告、速報、予報で、査読のある学術雑誌に発表のもの。
　　　　 学術集会記録（全国的又は世界的規模の集会記録で、原著論文と同様の内容をも

ち、別刷が発行されているもの）
　　２）著書
　　　　単行書、分担執筆。
　　３）その他
　　　　 治療指針、トピックス、事典等、専門的知見にもとづき執筆された、論文形式の

記事

　　ただし、以下のものは除外する。
　　　（イ） 学会発表の抄録（邦文、欧文を問わない。論文型式をとっていても学会発表

に関するもの及び１頁ものの速報は抄録とみなす）
　　　（ロ） セミナー、シンポジウム、その他の講演のテキストないし記録。
　　　（ハ） 業務報告書（文部科学省、厚生労働省、その他助成機関への研究報告書）
　　　（ニ） 座談会記事。
　　　（ホ） 学会記。
　　　（ヘ） 論文形式をとらない質疑応答（Q and A）、問題集の解説、話題、グラビア等

に類するもの。
　　　（ト） 新聞・週刊誌記事、教育に関する記事、人物紹介、書評、随筆など学術性が

認められないもの。
　　　（チ） 著者表示が団体名で個人の著者性が認められないもの。

４．収録期間
　　毎年１月～12月

　信州大学医学部医学科・大学院医学系研究科・医学部附属病院業績録第49号をお届けします。
本業績録は過去１年間、各教室や部門などでなされた４つの活動（研究活動、教育活動、診療
活動、社会貢献）のうち、研究活動の成果として公表された論文を中心にまとめたものであり、
１年の研究活動を振り返り、今後の方向性を考える上で重要な資料になり得ると考えますので、
是非お役立てください。
　自然科学分野の論文数における日本の順位は、直近（2017年-2019年の平均）では第４位で
あり、20年前は第２位であったものが2000年代前半に第３位となり、低迷が続いています。
日本では論文生産の70%以上を大学等の部門が担っていますが、論文数/ Top10%補正論文数
でみると、第１グループ（大阪大、京都大、東京大、東北大）と第３グループ（26大学：主と
して地方国立大学）の減少幅が大きいことが最近の特徴です。このような状況への対策として、
文部科学省は「地域中核・特色ある研究大学総合振興パッケージ」を策定し、欧米の主要大学
のように、大学自らがファンドを形成し、その運用益から研究基盤や若手研究者への投資を行
う大学ファンド構想を展開しています。特に地域の多様な大学の力を伸ばして上位大学に続く
層の厚みを形成しながら、その中で研究を支える人材の育成と環境およびポスト等の強化を目
指していますので、信州大学としては国の方針に沿っていくことが得策であることは言うまで
もありません。しかしながら、医学部を取り巻く環境はどうでしょう？大学病院では新型コロ
ナ感染症対策によるコスト増・収益減が生じ、苦しい経営状況下ではメディカルスタッフを増
員することもできず、医師の負担は増える一方です。また、働き方改革によって労働時間への
規制が入るなか、頼みとなる人員も、都会志向が強い若手医師は地域の大学病院にはなかなか
残ってくれません。他方で、高度医療の推進、医療安全向上のために医師の労力や労働時間は
増え、研究や論文執筆の時間もいよいよ無くなりつつあります。前述の働き方改革では、治療
のための文献検索や研究はもちろん、その結果（基礎・臨床研究共に）を発表する論文作成の
時間も、労働時間では無く自己研鑽に分類される可能性もあります。
　このような環境にありながら、2020年度の信大医学部の論文数は543と2019年度の447を大
きく上回っています。これはひとえに信州大学医学部の皆様の努力の成果であり、心から敬意
を表したいと思います。一方で個人の努力に依存するのではなく、今後押し寄せる医学部への
負のスパイラルを断ち切り、信州大学医学部の科学力・研究力を強化しながら論文数の増加を
目指すには、組織のエネルギーともいえる若者の力を中心にした大きな組織改革が必要である
と考える昨今です。
　最後に、本業績録の編集にあたりご尽力頂きました先生方、図書館職員の方々に厚く御礼申
し上げます。
 信州大学・医学部・外科学教室　呼吸器外科学分野　清水公裕

出 版 委 員 長：清水公裕
出 版 委 員：田中直樹、北沢将人、前野一真
医 学 部 図 書 館：後閑壮登
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Molecular Pathology

20200001 Matoba H, Takamoto M, Fujii C, Kawakubo M, 
Kasuga E, Matsumura T, Natori T, Misawa K, Taniguchi S, 
Nakayama J : Cecal tumorigenesis in AhR-deficient mice depends 
on cecum-specific MAPK pathway activation and inflammation. 
Am J Pathol 190: 453-468, 2020.

20200002 Hu X, Wang X, Jia F, Tanaka N, Kimura T, 
Nakajima T, Sato Y, Moriya K, Koike K, Gonzalez FJ, Nakayama 
J, Aoyama T : A trans-fatty acid-rich diet promotes liver 
tumorigenesis in HCV core gene transgenic mice. Carcinogenesis 
41: 159-170, 2020.

20200003 Wa n g Y, N a k a j i m a T, D i a o P, Ya m a d a Y, 
Nakamura K, Nakayama J, Tanaka N, Aoyama T, Kamijo Y : 
Polyunsaturated fatty acid deficiency affects sulfatides and other 
sulfated glycans in lysosomes through autophagy-mediated 
degradation. FASEB J 34: 9594-9614, 2020.

20200004 Yamada S , Yamanoi K, Sa to Y, Nakayama 
J : Diffuse MIST1 expression and decreased α-1,4-linked 
N-acetylglucosamine (αGlcNAc) glycosylation on MUC6 are 
distinct hallmarks for gastric neoplasms showing oxyntic gland 
differentiation. Histopathology 77: 413-422, 2020.

20200005 Jia F, Diao P, Wang X, Hu X, Kimura T, Nakamuta 
M, Nakamura I, Shirotori S, Sato Y, Moriya K, Koike K, 
Gonzalez FJ, Nakayama J, Aoyama T, Tanaka N : Dietary 
restriction suppresses steatosis-associated hepatic tumorigenesis 
in HCV core gene transgenic mice. Liver Cancer 9: 529-548, 
2020.

20200006 Diao P, Wang X, Jia F, Kimura T, Hu X, Shirotori 
S, Nakamura I, Sato Y, Nakayama J, Moriya K, Koike K, 
Gonzalez FJ, Aoyama T, Tanaka N : A saturated fatty acid-rich 
diet enhances hepatic lipogenesis and tumorigenesis in HCV core 
gene transgenic mice. J Nutr Biochem 85: 108460, 2020.

20200007 Nonaka M, Suzuki-Anekoji M, Nakayama J, 
Mabashi-Asazuma H, Jarvis DL, Yeh J, Yamasaki K, Akama TO, 
Huang C, Campos AR, Nagaoka M, Sasai T, Kimura-Takagi I, 
Suwa Y, Yaegashi T, Shibata TK, Sugihara K, Nishizawa-Harada 
C, Fukuda M, Fukuda MN : Overcoming the blood-brain-barrier 
by Annexin A1-binding peptide to target brain tumors. Brit J 
Cancer 123: 1633-1643, 2020.

20200008 Okumura M, Yamanoi K, Uehara T, Nakayama J : 
Decreased alpha-1,4-linked N-acetylglucosamine glycosylation 
in biliary tract cancer progression from BilIN to invasive 
adenocarcinoma. Cancer Sci 111: 4629-4635, 2020.

Metabolic Regulation

20200009 J i a F, D i a o P, Wa n g X , H u X , K i m u r a T, 
Nakamuta M, Nakamura I, Shirotori S, Sato Y, Moriya K, 
Koike K, Gonzalez FJ, Nakayama J, Aoyama T, Tanaka N : 
Dietary Restriction Suppresses Steatosis-Associated Hepatic 
Tumorigenesis in Hepatitis C Virus Core Gene Transgenic Mice. 
Liver Cancer 9: 529-548, 2020.

20200010 Hu X, Wang X, Jia F, Tanaka N, Kimura T, 
Nakajima T, Sato Y, Moriya K, Koike K, Gonzalez FJ, Nakayama 
J, Aoyama T : A trans-fatty acid-rich diet promotes liver 
tumorigenesis in HCV core gene transgenic mice. Carcinogenesis 
22: 159-170, 2020.

20200011 Diao P, Wang X, Jia F, Kimura T, Hu X, Shirotori 
S, Nakamura I, Sato Y, Nakayama J, Moriya K, Koike K, 
Gonzalez FJ, Aoyama T, Tanaka N : A saturated fatty acid-rich 
diet enhances hepatic lipogenesis and tumorigenesis in HCV core 
gene transgenic mice. J Nutr Biochem 85: 108460, 2020.

20200012 Wa n g Y, N a k a j i m a T, D i a o P, Ya m a d a Y, 
Nakamura K, Nakayama J, Tanaka N, Aoyama T, Kamijo Y : 
Polyunsaturated fatty acid deficiency affects sulfatides and other 
sulfated glycans in lysosomes through autophagy-mediated 
degradation. FASEB J 34: 9594-9614, 2020.

20200013 Fujimori N, Tanaka N, Kimura T, Sano K, Horiuchi 
A, Kato N, Takahashi Y, Kuribayashi N, Sugiura A, Yamazaki 
T, Joshita S, Umemura T, Matsumoto A, Tanaka E : Long-term 
luseogliflozin therapy improves histological activity of non-
alcoholic steatohepatitis accompanied by type 2 diabetes mellitus. 
Clin J Gastroenterol. 13: 83-89, 2020.

20200014 Kurihara S, Kimura T, Tanaka N, Yanagisawa 
T, Kobayashi H, Kanai K, Umemura T, Kobayashi M, Mori 
H, Wada S : Congestive hepatopathy and acute pancreatitis as 
severe complications of mixed connective tissue disease. Clin J 
Gastroenterol 13: 434-442, 2020.

20200015 Wakabayashi SI, Kimura T, Tanaka N, Pham 
J, Tanaka T, Higuchi S, Kobayashi J, Umemura T, Iijima 
A : Invasive l iver abscess syndrome accompanied by 
spondylodiscitis: a case report and review of the literature. Clin J 
Gastroenterol 13: 927-934, 2020.

20200016 Wakabayashi SI, Kimura T, Tanaka N : Acute liver 
failure with severe steatosis induced by mushroom. Liver Int 40: 
2291-2292, 2020.

20200017 Tanaka N, Kimura T, Fujimori N, Ichise Y, Sano K, 
Horiuchi A : Non-alcoholic fatty liver disease later diagnosed as 
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myotonic dystrophy. World J Hepatol 12: 685-692, 2020.

20200018 Wang Y, Nakajima T, Gonzalez FJ, Tanaka N : 
PPARs as Metabolic Regulators in the Liver: Lessons from Liver-
Specific PPAR-Null Mice. Int J Mol Sci 21: 2061, 2020.

20200019 Kimura T, Pydi SP, Pham J, Tanaka N : Metabolic 
Functions of G Protein-Coupled Receptors in Hepatocytes-
Potential Applications for Diabetes and NAFLD. Biomolecules 
10: 1445, 2020.

Cardiovascular Research

20200020 D a i K , Ta n a k a M , K a m i y o s h i A , S a k u r a i 
T, Ichikawa-Shindo Y, Kawate H, Cui N, Wei Y, Tanaka 
M, Kakihara S, Matsui S, Shindo T. : Deficiency of the 
adrenomedullin-RAMP3 system suppresses metastasis through 
the modification of cancer-associated fibroblasts. Oncogene. 39: 
1914-1930, 2020.

20200021 Yamauchi A. Tone T, Toledo A, Igarashi K, 
Sugimoto K, Miyai H, Deng D, Nakamura J, Lim HS, Kaku T, 
Hirano E, Shindo T. : Placental extract ameliorates liver fibrosis 
in a methionine- and choline- deficient diet-induced mouse model 
of non-alcoholic steatohepatitis. Biomedical Research. 41: 1-12, 
2020.

20200022 Sakurai T, Kamiyoshi A, Kawate H, Watamabe S, 
Sato M, Shindo T. : Production of genetically engineered mice 
with higher efficiency, lower mosaicism, and mulitiplexing 
capability using maternally expressed Cas9. Sci Rep. 10: 1091, 
2020.

20200023 Hirabayashi K, Kakihara S, Tanaka M, Shindo 
T, Murata T. : Investigation of the therapeutic mechanism of 
subthreshold micropulse laser irradiation in retina. Graefes Arch 
Clin Exp Ophthalmol. 258: 1039-1047, 2020.

Sports Medical Sciences

20200024 Masuki S, Morikawa M, Nose H : Internet of 
things (IoT) system and field sensors for exercise intensity 
measurements. Compr Physiol  10: 1207-1240, 2020.

20200025 Manabe K, Masuki S, Ogawa Y, Uchida K, 
Kamijo Y, Kataoka Y, Sumiyoshi E, Takeda Y, Aida T, Nose 
H : Countdown before voluntary exercise induces muscle 
vasodilation with baroreflex-mediated decrease in muscle 
sympathetic nerve activity in humans. J Appl Physiol  128: 1196-
1206, 2020.

20200026 Kimura T, Ogawa Y, Hayashi H, Yasumitsu 
R, Kataoka Y, Uchida K, Manabe K, Masuki S, Nose H : 

Mathematical model to estimate the increase in firefighters' 
core temperature during firefighting activity with a portable 
calorimeter. Int J Biometeorol  64: 755-764, 2020.

Histology and Embryology

20200027 Hao P, Yue F, Xian X, Ren Q, Cui H, Wang Y. :  
Inhibiting effect of MicroRNA-3619-5p/PSMD10 axis on liver 
cancer cell growth in vivo and in vitro. Life Sci 254: 117632, 
2020.

20200028 Hao P, Li H, Wu A, Zhang J, Wang C, Xian X, Ren 
Q, Hao N, Wang Y, Yue F, Cui H. :  Lipocalin2 promotes cell 
proliferation and migration in ovarian cancer through activation 
of the ERK/GSK3β/β-catenin signaling pathway. Life Sci 262: 
118492, 2020.

Anatomy

20200029 Fukushima N, Kobayash i T, Kakegawa A, 
Sumitomo N, Nagira A, Moriizumi T : Hypoglossal nerve injury 
with long nerve resection leading to slow motoneuron death. 
Neurosci Lett 715: 134668, 2020.

20200030 Kakegawa A, Fukushima N, Sumitomo N, Nagira 
A, Moriizumi T, Mori Y : Continuous and Connective Fibers of 
the Lateral Ankle Ligament Complex. J Foot Ankle Surg 59: 679-
684, 2020.

Molecular Pathophysiology

20200031 Cimmino, G., Cirillo, P., Conte, S., Pellegrino, G., 
Barra, G., Maresca, L., Morello, A., Cali, G., Loffredo, F., Palma, 
R., Arena, G., Sawamura, T., Ambrosio, G. and Golino, P. : 
Oxidized low-density lipoproteins induce tissue factor expression 
in T-lymphocytes via activation of lectin-like oxidized low-
density lipoprotein receptor-1. Cardiovasc Res 116: 1125-1135, 
2020.

20200032 Lee, A.S., Wang, Y.C., Chang, S.S., Lo, P.H., Chang, 
C.M., Lu, J., Burns, A.R., Chen, C.H., Kakino, A., Sawamura, 
T. and Chang, K.C. : Detection of a high ratio of soluble to 
membrane-bound LOX-1 in aspirated coronary thrombi from 
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（ハ）業務報告書（文部科学省、厚生労働省、その他助成機関への研究報告書）
（ニ）座談会記事。
（ホ）学会記。
（ヘ）質疑応答（Ｑ and Ａ）、治療指針、問題集の解説、トピックス、話題、グラビア、

事典等に類するもの。
（ト）新聞記事、教育に関する記事、人物紹介、書評、随筆など学術性が認められ

ないもの。
（チ）著者表示が団体名で個人の著者性が認められないもの。
（リ）学術雑誌とは認められないものに発表したもの。
（ヌ）訳本及び訳論文。

信州大学医学部医学科・大学院医学系研究科
　・医学部附属病院業績録　第38号

　平成 23 年１月 28 日印刷
　平成 23 年１月 28 日発行

　　　　　　編集兼　信 州 大 学 医 学 部
　　　　　　発行者　松本市旭 3 丁目 1 の 1

　　　　　　
印刷所

　藤原印刷株式会社
　　　　　　　　　　松本市新橋 7 の 21 番地

あ　と　が　き

　信州大学医学部医学科・大学院医学系研究科・医学部附属病院業績録第 38 号をお届けします。

　本業績録は過去１年間、各講座や部門等でなされた４つの活動（研究、教育、診療、社会貢献）

のうち、研究活動の成果として公表された論文を中心にまとめたものです。自己点検、自己評

価、学内外への報告において、本業績録の果たす役割は重要と思われます。このような観点から、

この１年間の研究活動を振り返り、今後の方向性等を考える契機にしていただけたら幸いに存

じます。

　今年度の英文論文総数は昨年度より微減し、90 年度以降で最も少ない 386 という結果となり

ました。しかしながら、単なる総数のみの評価が必ずしも適切であるとは言えず、今年度の業

績の中には極めて質の高い研究成果も少なくありません。今日、卒業生の大学離れや医学科入

学定員数増加等により、診療や教育活動等の業務負荷は増加の一途にあります。このような現

状ではありますが、研究活動は大学が大学であるための大きな責務であり、外部評価基準の重

要項目であることは言うまでもありません。今後、各講座・部門等でのさらなる研究の発展を

祈念致します。

　最後に、本業績録の編集にあたりご尽力頂きました先生方、図書館職員の方々に厚く御礼申

し上げます。

浅村英樹

出 版 委 員 長：浅村英樹

出 版 委 員：奥山隆平、石田文宏、川股知之

医学部図書館主査：石坂憲司

第 49号

令和 4 年 9 月 9 日印刷
令和 4 年 9 月 9 日発行

信州大学医学部業績録編集要項（抜粋）信州大学医学部業績録編集要項（抜粋）
（平成28年12月29日改正）

２．収録対象
　　　 　信州大学医学部医学科・大学院医学系研究科・医学部附属病院及び出版委員会で

認めた施設等に所属する者（当該年に在籍した者全員）

３．収録内容
　　収録対象は、本文が欧文で執筆された研究業績とし、次の３項目に分ける。
　　１） 論文
　　　　原著、綜説、展望、症例報告、速報、予報で、査読のある学術雑誌に発表のもの。
　　　　 学術集会記録（全国的又は世界的規模の集会記録で、原著論文と同様の内容をも

ち、別刷が発行されているもの）
　　２）著書
　　　　単行書、分担執筆。
　　３）その他
　　　　 治療指針、トピックス、事典等、専門的知見にもとづき執筆された、論文形式の

記事

　　ただし、以下のものは除外する。
　　　（イ） 学会発表の抄録（邦文、欧文を問わない。論文型式をとっていても学会発表

に関するもの及び１頁ものの速報は抄録とみなす）
　　　（ロ） セミナー、シンポジウム、その他の講演のテキストないし記録。
　　　（ハ） 業務報告書（文部科学省、厚生労働省、その他助成機関への研究報告書）
　　　（ニ） 座談会記事。
　　　（ホ） 学会記。
　　　（ヘ） 論文形式をとらない質疑応答（Q and A）、問題集の解説、話題、グラビア等

に類するもの。
　　　（ト） 新聞・週刊誌記事、教育に関する記事、人物紹介、書評、随筆など学術性が

認められないもの。
　　　（チ） 著者表示が団体名で個人の著者性が認められないもの。

４．収録期間
　　毎年１月～12月

　信州大学医学部医学科・大学院医学系研究科・医学部附属病院業績録第49号をお届けします。
本業績録は過去１年間、各教室や部門などでなされた４つの活動（研究活動、教育活動、診療
活動、社会貢献）のうち、研究活動の成果として公表された論文を中心にまとめたものであり、
１年の研究活動を振り返り、今後の方向性を考える上で重要な資料になり得ると考えますので、
是非お役立てください。
　自然科学分野の論文数における日本の順位は、直近（2017年-2019年の平均）では第４位で
あり、20年前は第２位であったものが2000年代前半に第３位となり、低迷が続いています。
日本では論文生産の70%以上を大学等の部門が担っていますが、論文数/ Top10%補正論文数
でみると、第１グループ（大阪大、京都大、東京大、東北大）と第３グループ（26大学：主と
して地方国立大学）の減少幅が大きいことが最近の特徴です。このような状況への対策として、
文部科学省は「地域中核・特色ある研究大学総合振興パッケージ」を策定し、欧米の主要大学
のように、大学自らがファンドを形成し、その運用益から研究基盤や若手研究者への投資を行
う大学ファンド構想を展開しています。特に地域の多様な大学の力を伸ばして上位大学に続く
層の厚みを形成しながら、その中で研究を支える人材の育成と環境およびポスト等の強化を目
指していますので、信州大学としては国の方針に沿っていくことが得策であることは言うまで
もありません。しかしながら、医学部を取り巻く環境はどうでしょう？大学病院では新型コロ
ナ感染症対策によるコスト増・収益減が生じ、苦しい経営状況下ではメディカルスタッフを増
員することもできず、医師の負担は増える一方です。また、働き方改革によって労働時間への
規制が入るなか、頼みとなる人員も、都会志向が強い若手医師は地域の大学病院にはなかなか
残ってくれません。他方で、高度医療の推進、医療安全向上のために医師の労力や労働時間は
増え、研究や論文執筆の時間もいよいよ無くなりつつあります。前述の働き方改革では、治療
のための文献検索や研究はもちろん、その結果（基礎・臨床研究共に）を発表する論文作成の
時間も、労働時間では無く自己研鑽に分類される可能性もあります。
　このような環境にありながら、2020年度の信大医学部の論文数は543と2019年度の447を大
きく上回っています。これはひとえに信州大学医学部の皆様の努力の成果であり、心から敬意
を表したいと思います。一方で個人の努力に依存するのではなく、今後押し寄せる医学部への
負のスパイラルを断ち切り、信州大学医学部の科学力・研究力を強化しながら論文数の増加を
目指すには、組織のエネルギーともいえる若者の力を中心にした大きな組織改革が必要である
と考える昨今です。
　最後に、本業績録の編集にあたりご尽力頂きました先生方、図書館職員の方々に厚く御礼申
し上げます。
 信州大学・医学部・外科学教室　呼吸器外科学分野　清水公裕

出 版 委 員 長：清水公裕
出 版 委 員：田中直樹、北沢将人、前野一真
医 学 部 図 書 館：後閑壮登

あ　と　が　き
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